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本資料取扱のご注意本資料取扱のご注意

本説明会のプレゼンテーションおよび配布資料に掲載する情報に関しまして、細心の注意を
払っております。将来の予測等に関する情報は、現時点で入手可能な情報にもとづき、当社
が判断した予測であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。
そのため、様々な要因の変化により実際の業績は、記述している将来見通しとは大きく異な
る結果となる可能性があります。

本説明会の配布資料に掲載する情報は、無断での引用や転載、複製は禁じられております。
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経理財務本部長

瀧崎俊男

実績報告実績報告
20102010年年33月期月期第第22四半期四半期累計累計
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販売状況販売状況 （（20102010年年33月期月期 第第22四半期累計）四半期累計）

第2四半期累計 実績 第2四半期累計 計画
09/3月期 百分比 10/3月期 百分比 増減 前年比 10/3月期 百分比 達成率

13,812 21.4 13,583 21.6 △ 228 98.3% 14,651 22.2 92.7%

33,368 51.8 34,534 54.8 + 1,166 103.5% 34,133 51.7 101.2%

919 1.4 811 1.3 △ 108 88.2% 610 0.9 133.0%

48,100 74.6 48,929 77.7 + 828 101.7% 49,395 74.8 99.1%

9,196 14.3 8,799 14.0 △ 396 95.7% 12,155 18.4 72.4%

7,152 11.1 5,273 8.4 △ 1,879 73.7% 4,450 6.7 118.5%

16,349 25.4 14,073 22.3 △ 2,276 86.1% 16,605 25.2 84.8%

64,449 100.0 63,002 100.0 △ 1,447 97.8% 66,000 100.0 95.5%【 売 上 高 】

【 商 品 】

そ の 他 商 品

包 装 資 材

【 製 品 】

そ の 他 製 品

弁 当 容 器

ト レ ー 容 器

単位：百万円

■商品
•包装資材等の推奨商品への絞込みと
不採算取引の見直しを実施。

•前Q2実績のその他商品は、
販売用美術骨董品の売上1,333百万円を
含む。

■商品
•包装資材等の推奨商品への絞込みと
不採算取引の見直しを実施。

•前Q2実績のその他商品は、
販売用美術骨董品の売上1,333百万円を
含む。

■製品 出荷枚数 前年比１０４．４％伸長
•製品価格： 前Q4からの原材料価格の値下がりに、

‘09/3より製品価格への還元を実施。
•トレー容器： 超軽量化ロースタックトレーのFLBシリーズが好調
•弁当容器： 個食化の進行により、弁当惣菜容器が好調

PET素材製品の新製品の引き合いも順調

■製品 出荷枚数 前年比１０４．４％伸長
•製品価格： 前Q4からの原材料価格の値下がりに、

‘09/3より製品価格への還元を実施。
•トレー容器： 超軽量化ロースタックトレーのFLBシリーズが好調
•弁当容器： 個食化の進行により、弁当惣菜容器が好調

PET素材製品の新製品の引き合いも順調

※計画は、2009年5月11日発表の業績予想であります。

販売用美術骨董品を除く。

103.3 %

105.2 %

104.4 %

数量伸長率（枚数）

ご参考：

5,819 5,273 △ 546 90.6% 4,450 118.5%

15,016 14,073 △ 943 93.7% 16,605 84.8%

63,116 63,002 △ 114 99.8% 66,000 95.5%

そ の 他 商 品

【 商 品 】

【 売 上 高 】
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決算概要決算概要 （（20102010年年33月期月期 第第22四半期累計）四半期累計）

単位：百万円

合理化： 徹底した社内合理化を実施。全製品の軽量化および素材変更による原材料費の削減、

生産性向上と、社内合理化によるコスト削減。アイテム数の大幅な絞込み。
原料面： 前Q4より値下がりした原材料価格は、当Q2より値上がりに転じる。
販売面： 前Q4の原材料価格の値下がりに伴い、製品価格への還元を実施したものの、

製品数量が汎用製品・軽量化製品の拡販などにより増加。

生産面： 生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化。

物流面： 需要に即した供給体制の構築。在庫水準の適正化、横持ち・保管にかかわるコストの低減。

合理化： 徹底した社内合理化を実施。全製品の軽量化および素材変更による原材料費の削減、

生産性向上と、社内合理化によるコスト削減。アイテム数の大幅な絞込み。
原料面： 前Q4より値下がりした原材料価格は、当Q2より値上がりに転じる。
販売面： 前Q4の原材料価格の値下がりに伴い、製品価格への還元を実施したものの、

製品数量が汎用製品・軽量化製品の拡販などにより増加。

生産面： 生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化。

物流面： 需要に即した供給体制の構築。在庫水準の適正化、横持ち・保管にかかわるコストの低減。

※計画は、2009年5月11日発表の業績予想であります。

第2四半期累計 実績 第2四半期累計 計画
09/3月期 百分比 10/3月期 百分比 増減 前年比 10/3月期 百分比 達成率

64,449 100.0 63,002 100.0 △ 1,447 97.8% 66,000 100.0 95.5%

製 品 売 上 高 48,100 74.6 48,929 77.7 + 828 101.7% 49,395 74.8 99.1%

商 品 売 上 高 16,349 25.4 14,073 22.3 △ 2,276 86.1% 16,605 25.2 84.8%

3,723 5.8 5,844 9.3 + 2,120 156.9% 5,170 7.8 113.0%

3,920 6.1 6,010 9.5 + 2,089 153.3% 5,200 7.9 115.6%

3,801 5.9 5,891 9.4 + 2,090 155.0% 5,000 7.6 117.8%

2,325 3.6 3,480 5.5 + 1,155 149.7% 2,980 4.5 116.8%

【 純 売 上 高 】

【 営 業 利 益 】

【 経 常 利 益 】

【 税 引 前 利 益 】

【 当 期 利 益 】



FP CorporationFP Corporation -- 66 --

経経常利益常利益増減要因増減要因 （（20102010年年33月期月期第第22四半期累計）四半期累計）

4488期期 上期上期 経常利益経常利益 ６０．１６０．１億円億円

＋１９億＋１９億

ーー９億９億

－７．６億－７．６億

4747期期上期上期 経常利益経常利益 ３９．２億円３９．２億円

原材料値下がり原材料値下がり

製品値下げ製品値下げ

経費増加経費増加

計画比＋８．１億計画比＋８．１億

＋２８．５億＋２８．５億

原材料値上がり原材料値上がり ーー６億６億

－４億－４億前期前期美術品売却益美術品売却益

上期 ６０．１億

＋１４億

＋４．５億

▲７．６億

原料値下

第1次 製品値下

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

＋１９億

＋３億

＋４．５億

上期 ３９．２億

47期 製品値上 影響 ＋２５億

４７期 経常利益

４８期 経常利益

１・２次 原料値上 ▲６億

▲４億前期美術品売却益

＋２．５億グループ会社利益改善

47期 原料値上 影響 ▲２５億

＋２５億

▲２４億

▲１０億
第2次 製品値下
　＋素材切替・軽量化による製品値下抑制効果

利益改善利益改善

前期比前期比＋２０．９億＋２０．９億
１５３．３％

（（美術品除く＋２５億,１７１％）
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設備投資・研究開発費設備投資・研究開発費 （（20102010年年33月期月期第第22四半期累計）四半期累計）

単位：百万円

主な設備投資
◆中部ピッキングセンター・リサイクル工場用地 １，００１ 百万円
◆福山新ピッキングセンター ２０８ ※投資総額 １，８００ 百万円
◆金型 ６７９
◆透明回収選別工場 等 ６８８
◆ＩＴ投資 １３８
◆Ｍ＆Ａ（太洋興業㈱つくば工場） ４３４

主な設備投資
◆中部ピッキングセンター・リサイクル工場用地 １，００１ 百万円
◆福山新ピッキングセンター ２０８ ※投資総額 １，８００ 百万円
◆金型 ６７９
◆透明回収選別工場 等 ６８８
◆ＩＴ投資 １３８
◆Ｍ＆Ａ（太洋興業㈱つくば工場） ４３４

第2四半期累計 実績 第2四半期累計 計画

09/3月期 10/3月期 増減 前年比 10/3月期 計画比

5,141 3,993 △ 1,147 77.7% 3,400 117.4%

内、土地 1,286 1,297 11 600

455 204 △ 251 44.9% 260 78.5%

2,291 4,075 1,783 177.8% 4,120

2,339 　） 2,400

487 503 16 103.3% 495 101.6%

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

（旧基準減価償却費

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費
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キャッシュ・フローキャッシュ・フロー （（20102010年年33月期月期第第22四半期累計）四半期累計）

単位：百万円

■財務活動によるキャッシュフロー
借入金の純減少額 △7,250 百万円
ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ発行 5,000
リース債務の返済 △1,716
配当金の支払額 △898

■営業活動によるキャッシュフロー
税金等調整前四半期純利益 5,891 百万円
減価償却費 4,075
売上債権の増加 △3,174
（ うち手形債権の流動化 △2,007 ）
たな卸資産の減少 757
仕入債務の増加 406
法人税等の支払額 △2,694

■投資活動によるキャッシュフロー
有形固定資産の取得 △5,180
無形固定資産の取得 △351

第2四半期累計 実績
09/3月期 10/3月期

営 業 活 動 に よ る C/F 5,171 5,817

投 資 活 動 に よ る C/F △ 5,017 △ 5,627

ﾌ ﾘ ｰ ･ ｷ ｬ ｯ ｼ ｭ ﾌ ﾛ ｰ 154 190

財 務 活 動 に よ る C/F 1,522 △ 4,843
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 1,676 △ 4,654
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 末 残 高 9,901 11,454
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業績状況報告業績状況報告

代表取締役会長

小松安弘
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経営方針と目標経営方針と目標

食文化・食生活の変化を先取りし、食文化・食生活の変化を先取りし、
お客様満足を第一とした、高品質の製品とサービスの提供。お客様満足を第一とした、高品質の製品とサービスの提供。

企業としての社会責任を重んじ、新たな価値を創造し、企業としての社会責任を重んじ、新たな価値を創造し、
豊かな社会の実現に貢献。豊かな社会の実現に貢献。

お客様、株主の皆様、社会そして企業の絶え間ない発展。お客様、株主の皆様、社会そして企業の絶え間ない発展。

ーー 経営方針経営方針 ーー

ーー 経営目標経営目標 ーー 長期長期

◇◇ 簡易食品容器の総合メーカーとして、売上５，０００億円の企業規模簡易食品容器の総合メーカーとして、売上５，０００億円の企業規模
・製品売上高：マーケット４，５００億円に対し２，０００億円・製品売上高：マーケット４，５００億円に対し２，０００億円
・商品売上高：マーケット２兆円に対し３，０００億円・商品売上高：マーケット２兆円に対し３，０００億円
・製品経常利益率：１０％・製品経常利益率：１０％
・商品経常利益率：５％・商品経常利益率：５％

◇◇ メーカーとして、最新鋭設備への維持更新、積極的合理化投資メーカーとして、最新鋭設備への維持更新、積極的合理化投資
◇◇ 環境経営環境経営 ＣＯ２削減への取組みＣＯ２削減への取組み

◇◇ 11株当たり当期純利益株当たり当期純利益 ４００円４００円

◇◇ 自己資本当期純利益自己資本当期純利益 １５％１５％
ーー 中期目標中期目標 ーー
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配当方針配当方針

株主の皆様への利益還元を最重要課題の 一つと 考えており、

収益力 の 向上と 財務体質の 強化を 図り、

継続的 かつ 安定的な 配当を 実施 するため、

連結ベースでの配当性向 30％ を目途にしております。

7322,15868804994861,524222自己株式取得総額（百万円）

30.030.227.627.229.743.356.332.8配当性向（％）

7658574532323237一株当り配当金（円）

０９／３０８／３０７／３０６／３０５／３０４／３０３／３０２／３配当推移配当推移

自己名義保有株式数：1,21,25757,,341341株株 （2009年3月末）

（2005年3月 自己株式２０５万株を消却）
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連結決算のポイント連結決算のポイント

３６．３億３６．３億

６６．５億６６．５億

８１．２億８１．２億

６４．５億６４．５億

'05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3

９２．９億９２．９億
（８８．９億＋４億）

'09/3'09/3

３３．７億３３．７億

'04/3'04/3

２８．７億２８．７億

'03/3'03/3

６３．１億６３．１億

'02/3'02/3

価格競争価格競争

△△2525億億

東日本Hub-C

社内SCM稼動

山形工場

素材ﾒｰｶｰ統合素材ﾒｰｶｰ統合

非発泡⇒発泡

薄肉・軽量化 薄肉・軽量化

ＡＰＥＴ化

下館第二工場 中部第二工場

関東八千代Ｃ
業務改革ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

製品値上製品値上

透明容器回収 全国展開
高発泡化

11次原料値上次原料値上
2,3,42,3,4次原料値上次原料値上 6,7,86,7,8次原料値上次原料値上

99次原料値上次原料値上
10,1110,11次原料値上次原料値上

製品値上製品値上 製品値上製品値上

１２０億１２０億
↑
１０８億１０８億

‘‘10/3 10/3 計画計画
原料値下がり原料値下がり

第一次製品値下げ第一次製品値下げ

+29%+29%

☆☆ 原材料値下りは原材料値下りは
製品価格へ還元製品価格へ還元

☆☆ 徹底した社内合理化徹底した社内合理化
☆☆ ニーズを先取りした、ニーズを先取りした、

製品開発製品開発
☆☆ 汎用製品の拡販汎用製品の拡販
☆☆ 原材料価格は一転値上りへ原材料価格は一転値上りへ

経常利益の推移経常利益の推移

+35%+35%

88.9

新北海道ＨＣ

発泡選別工場 全国展開

西関東ＤＣ

九州第二工場

第二次製品値下げ第二次製品値下げ

目標とする中期経営指標
１株当たり純利益 ４００円

自己資本当期純利益 １５％

第第11次原料値上り次原料値上り
第２次原料値上り第２次原料値上り

☆☆原材料値下がりに対し、製品値下げの実施原材料値下がりに対し、製品値下げの実施

☆☆徹底した社内合理化の推進徹底した社内合理化の推進

☆☆社内合理化の為の戦略投資社内合理化の為の戦略投資

社内合理化により社内合理化により
＋１２億円＋１２億円

動産売却益

☆上期製品販売数量：１０４．４％
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上期 ６０．１億

＋１４億

＋４．５億

▲７．６億

原料値下

第1次 製品値下

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

＋１９億

＋３億

＋４．５億

上期 ３９．２億

47期 製品値上 影響 ＋２５億

４７期 経常利益

４８期 経常利益

１・２次 原料値上 ▲６億

▲４億前期美術品売却益

＋２．５億グループ会社利益改善

47期 原料値上 影響 ▲２５億

＋２５億

▲２４億

▲１０億
第2次 製品値下
　＋素材切替・軽量化による製品値下抑制効果

経常利益経常利益増減要因増減要因 （（20102010年年33月期第月期第22四半期累計）四半期累計）

＋４億＋４億

＋２８．５億＋２８．５億

今期２０億

上期６億 下期１４億

１・２次原料値上り

期初計画＋８．１億１Q：２８，１億（＋１４．３億 +103.6%）、２Q：３２億（＋６．６億 +26%）

１Q：１３．８億、２Q：２５．４億

原材料
前期に値上りした原材料価格は、前第4四半期から値下り。
しかしながら、今第2四半期より値上りに転じた。

製品値下
前第4四半期からの原材料値下りに対し、製品価格の値下げを実施。
・前期製品値上分の値下げ
・原材料値下り分を製品価格へ還元

素材切替・軽量化
軽量化製品への切替、ＰＳからＡＰＥＴ、ＰＰへの素材切替が
計画以上のペースで推移した。

生産改善
施策の進捗に加え、数量増もあり改善効果が計画を上回る。

物流改善
施策の進捗が芳しく、改善効果が計画を上回る。

☆製品販売数量：１０４．４％

・製品アイテム数の絞込み
今期末5,000ｱｲﾃﾑ目標 （←6,200ｱｲﾃﾑ←7,000ｱｲﾃﾑ）
前期からの絞込みの効果が顕在化

前期比前期比＋２０．９億：１５３．３％＋２０．９億：１５３．３％
（（美術品除く＋２５億：１７１％）

ご参考ご参考
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上期 ５２億

＋８億

＋２．５億

▲３．７億

原料値下り

第一次 製品値下げ

第二次 製品値下げ

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

＋４４億

▲２８億

＋２億

＋２億

上期 ３９．２億 下期 ５３．８億

＋３４億

▲２０億

▲１６億

＋２億

＋２億

＋２．５億

＋３億

▲５．３億

下期 ５６億

▲２５億４７期 原料値上り 影響

４７期 製品値上 影響 ＋２５億

▲１４億

20102010年年 33月期月期経常利益経常利益増減要因増減要因 期初計画期初計画

４７期上期比＋１２．８億４７期上期比＋１２．８億 、＋３２．７％、＋３２．７％ ４７期下期比＋２．２億、＋４．１％４７期下期比＋２．２億、＋４．１％

下期エフピコ フェア開催

・汎用品マーケットでシェア拡大

・素材別製品戦略により利益改善

・製品アイテム数の絞込み
7,000ｱｲﾃﾑ → 6,200ｱｲﾃﾑ → 5,000ｱｲﾃﾑ

徹底した社内合理化の推進徹底した社内合理化の推進

シェア拡大へのシェア拡大への
価格施策価格施策

＋＋

上期▲１７億上期▲１７億
製品値下げ製品値下げ 下期▲３６億下期▲３６億

原料値下り原料値下り 上期＋１９億上期＋１９億
下期＋３４億下期＋３４億

社内合理化社内合理化 上期＋４．５億上期＋４．５億
下期＋５．５億下期＋５．５億

シェア拡大シェア拡大 上期＋２億上期＋２億
下期＋２億下期＋２億

素材切替・軽量化素材切替・軽量化 上期＋８億上期＋８億
下期＋２億下期＋２億

経費増加経費増加 上期▲３．７億上期▲３．７億
下期▲５．３億下期▲５．３億

原料値下りは原料値下りは
製品価格へ還元製品価格へ還元

ご参考ご参考
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原料値下

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

９２．９８億

47期 製品値上 影響 ＋２５億

４７期 経常利益

４８期 経常利益

１・２次 原料値上

▲４億前期美術品売却益

グループ会社利益改善

▲２０億

＋６億

＋２０億

＋９．５億

＋９．５億

＋５億

▲１２．９億

１２０億

▲２０億

▲２５億47期 原料値上 影響

＋２５億 ＋５３億

▲２４億

第2次 製品値下
　＋素材切替・軽量化による製品値下抑制効果

第1次 製品値下

▲２０億

20102010年年33月期月期経常利益経常利益見通し見通し

▲６億▲６億

＋５１億＋５１億

期初計画＋１２億
（上期＋８．１億、下期＋３．９億）

・製品アイテム数の絞込み
今期末5,000ｱｲﾃﾑ目標徹底した社内合理化の推進徹底した社内合理化の推進

・素材別製品戦略により利益改善

・汎用品マーケットでシェア拡大

原材料
今第2四半期より値上りに転じた原材料価格は、
今期通期で２０億円の利益圧迫要因と考える。

前期比前期比＋２７．１億：１２９．２％＋２７．１億：１２９．２％
（（美術品除く＋３１．２億：１３５％）

製品値下
前第4四半期からの原材料値下りに対し、
製品価格の値下げを実施。
・前期製品値上分の値下げ
・原材料値下り分を製品価格へ還元

新たな原材料値上りに対しては、新たな原材料値上りに対しては、

社内合理化及び拡販で対応社内合理化及び拡販で対応

４Q エフピコ ビッグ フェア開催

ご参考ご参考
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上期 ６０．１億

＋１４億

＋４．５億

▲７．６億

原料値下

第1次 製品値下

販売増・Mix改善

素材切替・軽量化

生産改善

物流改善

経費増加

＋２５億

▲２４億

＋３億

＋４．５億

上期 ３９．２億

47期 製品値上 影響 ＋２５億

▲１０億

４７期 経常利益

４８期 経常利益

１・２次 原料値上 ▲６億

▲４億前期美術品売却益

＋２．５億グループ会社利益改善

下期 ５３．８億

▲１４億

＋３億

＋６億

＋５億

＋５億

＋２．５億

▲５．３億

下期 ６０億

47期 原料値上 影響 ▲２５億

＋１９億

第2次 製品値下
　＋素材切替・軽量化による製品値下抑制効果

▲２０億

▲１０億

＋３４億

20102010年年 33月期月期経常利益経常利益見通し見通し （上・下）（上・下）

▲６億▲６億

＋５１億＋５１億

上期：＋２０．９億 +53.3%、下期：＋６．２億 +11.5%

期初計画＋１２億
（上期＋８．１億、下期＋３．９億）

前期比前期比＋２７．１億：１２９．２％＋２７．１億：１２９．２％
（（美術品除く＋３１．２億：１３５％）

ご参考ご参考

４Q エフピコ ビッグ フェア開催

原材料
今第2四半期より値上りに転じた原材料価格は、
今期通期で２０億円の利益圧迫要因と考える。

製品値下
前第4四半期からの原材料値下りに対し、
製品価格の値下げを実施。
・前期製品値上分の値下げ
・原材料値下り分を製品価格へ還元

新たな原材料値上りに対しては、新たな原材料値上りに対しては、

社内合理化及び拡販で対応社内合理化及び拡販で対応
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原材料動向原材料動向
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当社値上げ発表

‘07/8：10%以上

PS,1次値下げ(‘08/12)

▲50 円／㎏

PS,2次値下げ(‘09/2)

▲40 円／㎏

PS,再値上げ
‘09/7 ＋20 円／㎏
‘09/9 ＋25 円／㎏

‘08/7：10% or 15%

PS,3次値下げ(‘09/4)

▲20 円／㎏

原材料価格は、原材料価格は、急落急落

製品値下の実施製品値下の実施
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原材料価格動向原材料価格動向 とと 製品価格製品価格

☆製品価格☆製品価格

☆原材料価格☆原材料価格
 ４７期第３四半期にピークを迎え、第４四半期から急落４７期第３四半期にピークを迎え、第４四半期から急落

今第２四半期より一転して値上りへ今第２四半期より一転して値上りへ

内外需給バランスは、国内ＰＳメーカー統合後も不安定な供給バランス内外需給バランスは、国内ＰＳメーカー統合後も不安定な供給バランス

原料値下りは製品価格へ還元原料値下りは製品価格へ還元

平成平成2121年年33月より月より第一次値下第一次値下を実施、を実施、

第二次値下第二次値下は、シェア拡大への価格施策と併せて実施は、シェア拡大への価格施策と併せて実施

トップユーザとしてトップユーザとして
グローバルな資材調達でグローバルな資材調達で

優位性発揮優位性発揮
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原料値上りは社内合理化と販売拡大で対応原料値上りは社内合理化と販売拡大で対応

一部素材については価格改定一部素材については価格改定
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製品戦略製品戦略
素材、生産、物流に裏打ちされた素材、生産、物流に裏打ちされた価格競争力価格競争力

＋＋ 品質、機能での優位性品質、機能での優位性
☆☆ 汎用製品シェア拡大汎用製品シェア拡大
◇超軽量ロースタックトレー FLB、ｴｺFLB

◇嵌合フードパック AP-SA、OPS-SA、PP-SA

◇ フードパック FPﾌｰﾄﾞ（OPS）

◇透明トレー AP-FC

☆☆ 素材切替・軽量化素材切替・軽量化
◇透明容器素材シフト OPS ⇒ APET、PP

◇ PSP発泡容器のロースタック・軽量化 低発泡 ⇒ 高発泡 ☆両面真空成型☆☆両面真空成型☆

☆☆高付加価値・機能高付加価値・機能

◇漏れにくい容器 APET、PP
◇新デザイン容器

◇耐熱容器

☆☆ アイテムの集約アイテムの集約

◇ ‘10年3月末 5,000アイテムへの絞込みを計画 ← 6,200アイテム(‘09年3月末）

耐熱温度約１１０℃の
PP透明嵌合フードパック

漏れにくい容器

フードパック

汎用トレー

透明トレー

新桶（PSP)
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トレー・リサイクルトレー・リサイクル とと 透明容器回収透明容器回収

回収
拠点

発泡トレー・リサイクルの進化発泡トレー・リサイクルの進化

減
容
減
容

選別工場

白白

カラーカラー

回収／搬入 機械選別 水洗浄 粉砕 乾燥 溶融／カット

温水＋洗剤洗浄

再生ペレット再生ペレット

リサイクル工場

回収／搬入 機械選別機械選別整列

ＰＥＴＰＥＴにに関しては関しては
トレートレーtotoトレーに向けて研究・開発中トレーに向けて研究・開発中＋その他＋その他 →→ 近赤外線で素材選別近赤外線で素材選別

透明容器回収透明容器回収全国展開全国展開

回収
拠点

選別工場の全国展開（色選別＋減容） と洗浄工程刷新 により、

リサイクルコスト削減 とペレット品質向上

「２０年前の消費者運動」を踏まえ「２０年前の消費者運動」を踏まえ 、、最大のリスクに備える最大のリスクに備える
障がい障がい者雇用の場を全国に展開者雇用の場を全国に展開

拠点数
7,431拠点
（09年9月末）

拠点数
1,475拠点
（09年9月末）
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 エフピコ愛パックエフピコ愛パック 北海道工場北海道工場
 〃〃 山形工場山形工場
 〃〃 茨城工場茨城工場
 〃〃 岐阜工場岐阜工場
 〃〃 西宮工場西宮工場
 〃〃 福山工場福山工場
 〃〃 広島工場広島工場
 〃〃 九州工場九州工場

社会貢献社会貢献 とと 企業活動企業活動

就労継続支援Ａ型就労継続支援Ａ型

 ダックスダックス PSP容器成型

 ダックス四国ダックス四国 OPS容器成型

 ダックス佐賀ダックス佐賀 明太子容器へのｳﾚﾀﾝ貼付

 茨城ピジョンリサイクル茨城ピジョンリサイクル（関東選別センター）（関東選別センター） 透明容器選別

特例子会社特例子会社

 中部選別センター中部選別センター 透明透明 １ﾗｲﾝ１ﾗｲﾝ

 西宮選別センター西宮選別センター 透明透明 １ﾗｲﾝ１ﾗｲﾝ 発泡発泡 １ﾗｲﾝ１ﾗｲﾝ

 福山選別センター福山選別センター 透明透明 ４ﾗｲﾝ４ﾗｲﾝ 発泡発泡 ２ﾗｲﾝ２ﾗｲﾝ

 九州選別センター九州選別センター 透明透明 １ﾗｲﾝ１ﾗｲﾝ

発泡トレー・透明容器発泡トレー・透明容器 選別工場選別工場

企業と地域との結びつきを強め、企業と地域との結びつきを強め、障がい障がい者雇用の場を全国に展開者雇用の場を全国に展開

経済的・環境的・社会的側面での、企業価値の拡大を目指す経済的・環境的・社会的側面での、企業価値の拡大を目指す

グループでグループで４２３名４２３名（実数２４６名）の（実数２４６名）の障がい障がい者の方々が就労者の方々が就労

※※障がい障がい者雇用者数は、者雇用者数は、重度障がい重度障がい者を重複加算者を重複加算※※

障がい者 115名（実数73名）

障がい者 288名（実数155名）

障がい者 22名

☆☆ 金沢選別センター金沢選別センター 透明透明22ﾗｲﾝﾗｲﾝ 地元社会福祉法人地元社会福祉法人

☆☆ ＦＦ&&ＹＹ 境港境港 ウッド組立ウッド組立

障がい障がい者雇用率は８．２１％者雇用率は８．２１％

↓ 透明容器選別ﾗｲﾝ ↑

PSP選別ﾗｲﾝ ↑

ウッド組立作業

（２００９年９月末現在）（２００９年９月末現在）
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☆☆福山新ピッキングセンター福山新ピッキングセンター

‘10年3月完工予定 約7,300坪
既存棟と連結し、ピッキング能力が1.5倍に拡充

主な設備投資主な設備投資

☆☆ アイ・ロジック西関東アイ・ロジック西関東DCDC
‘09年5月より稼動開始 約2,600坪

☆☆中部ピッキングセンター・リサイクル工場リニューアル中部ピッキングセンター・リサイクル工場リニューアル

‘11年2月完工予定
中部・東海エリアのピッキング、リサイクル機能を強化

全国展開する全国展開する生産・物流・リサイクル生産・物流・リサイクル拠点を強化拠点を強化

☆☆ ＰＥＴリサイクルＰＥＴリサイクル プラントの導入プラントの導入

☆☆ リサイクル選別工場の全国展開リサイクル選別工場の全国展開

☆☆ リサイクル工場洗浄設備を順次刷新リサイクル工場洗浄設備を順次刷新
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6%

10%
10%

26%

16%

国内食品容器業界の状況国内食品容器業界の状況

業界内での優位性を高め収益拡大業界内での優位性を高め収益拡大業界内での優位性を高め収益拡大

－

－

－

－

19
120

今期今期

－

－

5
－

△36
93

前期前期

経常利益経常利益

－

－

－

－

△32
69.5

今期今期

－

－

－

－

△69
53

前期前期

純利益純利益

非発泡

ＯＰＳ

ＡＰＥＴ

弁当容器

総合素材

総合素材

主要製品

－

－

－

－

630
1,330

今期今期

－

182
429
627
685

1,282

前期前期

国内売国内売上高上高

Ｄ社Ｄ社

その他約９５社その他約９５社

エフピコエフピコ

Ｃ社Ｃ社

Ｂ社Ｂ社

Ａ社Ａ社

リサイクル・リサイクル・CO2CO2削減削減

食の安全・安心食の安全・安心

物流ネットワーク物流ネットワーク

サプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメント

顧客への情報提供顧客への情報提供

製品開発力製品開発力

汎用製品の優位性汎用製品の優位性

FPCOFPCO

Ａ社Ａ社

Ｂ社Ｂ社
Ｃ社Ｃ社

Ｄ社Ｄ社

その他その他

PSP PSP 35%

OPSOPS 29%

ＨＩＨＩ 7%

ＡＰＥＴＡＰＥＴ 14%

ＰＰＰＰ 15%

簡易食品容器 企業シェア
枚数ﾍﾞｰｽ枚数ﾍﾞｰｽ

簡易食品容器 素材構成
枚数ﾍﾞｰｽ枚数ﾍﾞｰｽ

一部推定一部推定

単位：億円単位：億円

枚数ﾍﾞｰｽ：弊社調査（枚数ﾍﾞｰｽ：弊社調査（20092009年年33月末）月末）
素材別重量情報を弊社素材別単位重量で換算

汎用ﾄﾚｰｼｪｱ拡大汎用ﾄﾚｰｼｪｱ拡大

汎用ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｸｼｪｱ拡大汎用ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｸｼｪｱ拡大

素材切替素材切替

漏れ難い容器漏れ難い容器
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製造者責任製造者責任
物流力物流力

環境環境

製品力製品力

トータルサービストータルサービス

オペレーションオペレーション
・人件費高騰
・作業効率改善
・資材発注・検品業務

小売業界の課題解決を強力にサポート小売業界の課題解決を強力にサポート

物流・資材物流・資材
・包装資材コスト
・流通コスト

販売販売
・販売不振
・販売機会損失
・販売ロス
・消費者ニーズ

環境環境
・ＣＯ２削減
・包装資材削減
・循環型社会
・廃棄物ゼロ

小売業界が抱える経営課題小売業界が抱える経営課題

製品の軽製品の軽量化量化

エフピコ方式リサイクル（トレーエフピコ方式リサイクル（トレーtotoトレー）トレー）

エコトレーエコトレー

得意先配送効率化得意先配送効率化得意先配送効率化共同配送、Ｂ ｔｏＢ共同配送、共同配送、ＢＢ ｔｏｔｏ ＢＢ

透明容器回収の全国展開透明容器回収の全国展開

ロースタック化によるケースサイズ縮小ロースタック化によるケースサイズ縮小ロースタック化によるケースサイズ縮小トレーサビリティー強化トレーサビリティー強化トレーサビリティー強化

機能製品開発機能製品開発

全国規模での製品の安定供給全国規模での製品の安定供給全国規模での製品の安定供給

全国の販売情報提供全国の販売情報提供

新素材製品開発新素材製品開発

ＣＯ２削減提案ＣＯ２削減提案

汎用製品の販売強化汎用製品の販売強化

製品へのブランド刻印製品へのブランド刻印製品へのブランド刻印

食の安心・安全食の安心・安全

衛生管理衛生管理衛生管理

高品質化高品質化

ご参考ご参考

消費の
冷え込み
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企業規模拡大へ企業規模拡大へ

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器
アウトパックアウトパックインストアインストア

日配品日配品
加工食品加工食品

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

製品売上製品売上

得意分野での
更なる優位性の確立
得意分野での
更なる優位性の確立

問屋ＳＣＭ拡大問屋ＳＣＭ拡大問屋ＳＣＭ拡大

新規分野の攻略新規分野の攻略

業務提携・Ｍ&Ａ業務提携・Ｍ&Ａ 問 屋 コスト削減問 屋 コスト削減

農農

産産

鮮鮮

魚魚

精精

肉肉

青青

果果

商品売上商品売上

包装資材・消耗品 マーケット包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

袋
フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

食

品
・ ・

市場規模：4,500億市場規模：市場規模：4,5004,500億億

市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超

☆☆ 調整から拡大へ調整から拡大へ ☆☆☆☆ 汎用製品でのシェア拡大汎用製品でのシェア拡大 ☆☆
☆☆ 新規マーケットの拡大新規マーケットの拡大 ☆☆

農産品の容器・フィルム№１企業

太洋興業㈱より包材部門を事業譲受

紙容器メーカー㈱富山陽成社より

日本パール容器㈱を事業譲受

惣惣

菜菜

調
味
料

サプライヤーサプライヤー
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エフピコビッグフェア２０１０エフピコビッグフェア２０１０ 開催開催

☆決定権者への提案
☆春以降の新製品拡販

☆決定権者への提案
☆春以降の新製品拡販

日程：平成２２年 ３月１６日（火）～１８日（木）
場所：東京ビッグサイト 西４館（７,２００㎡）

日程：平成２２年 ３月１６日（火）～１８日（木）
場所：東京ビッグサイト 西４館（７,２００㎡）

『『エフピコビッグフェアエフピコビッグフェア』』 を開催を開催
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企企業基盤の強化業基盤の強化

代表取締役社長

佐藤守正



FP CorporationFP Corporation -- 2828 --

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年

（$／t）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000
（$／Bbl）
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度重なる原度重なる原材料価格の高騰と急激な下落材料価格の高騰と急激な下落

ＰＳＰＳ 値上り値上り

１次１次 ’’0303年４月年４月
２・３・４次２・３・４次 ’’0404年４・７・１２月年４・７・１２月
６・７・８次６・７・８次 ’’0606年６・９・１２月年６・９・１２月
９次９次 ’’0707年年88月月
１０次１０次 ’’0808年年77月月
１１次１１次 ’’0808年年88月月

リバウンドリバウンド
第一次原料値上第一次原料値上 ’’0909年７月年７月
第二次原料値上第二次原料値上 ’’0909年９月年９月

大幅な値下がり大幅な値下がり
１次１次 ’’0808年１２月年１２月
２次２次 ’’0909年２月年２月
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原材料価格上昇の影響原材料価格上昇の影響

１３．８１３．８

９．０９．０

１４．０１４．０

２０．０２０．０

１２．０１２．０

９．０９．０

‘‘0303年年33月期以降の原材料価格の上昇は月期以降の原材料価格の上昇は

’’0707年年33月期で累計月期で累計 79.379.3億円億円
‘‘0808年年33月期で累計月期で累計 118.8118.8億円億円
’’0099年年33月期で累計月期で累計 155.8155.8億円億円

の利益圧迫要因の利益圧迫要因

１０．０１０．０

１６．５１６．５

'04/3'04/3 '05/3'05/3 '06/3'06/3 '07/3'07/3 '08/3'08/3

４．０４．０

４．５４．５ １０．０１０．０

４．０４．０

11次次

22・・33・・44次次

66・・77次次
88次次

88次次

66・・77次次

99次次

１１８．８億１１８．８億

5252億億

11次次

22・・33・・44次次

副資材・ＰＰ副資材・ＰＰ

６．０６．０

'03/3'03/3

７９．３億７９．３億

３８．０３８．０

１５５．８億１５５．８億

副資材・ＰＰ副資材・ＰＰ

99次次

‘‘09/309/3期期 ４４QQからから
原料値下り原料値下り

単位：億円単位：億円

１０・１１次原料値上り１０・１１次原料値上り
▲１５．０▲１５．０

'09/3'09/3 ‘‘10/3 10/3 見通し見通し

▲５３．０▲５３．０

２０．０２０．０

‘１０‘１０/3/3期期 ２２QQからから

一転値上り一転値上り原料値下り原料値下りはは
製品価格へ還元製品価格へ還元
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社内合理化施策社内合理化施策

８．０８．０

８．６８．６

２４．０２４．０

１１．０１１．０
５．０５．０

８．７８．７

３．０３．０

３．８３．８
１２．３１２．３

５．５５．５

８．０８．０

５．０５．０

６．０６．０

物流改善物流改善
・・在庫水準の適正化在庫水準の適正化
・横持ち削減・横持ち削減
・得意先配送効率化・得意先配送効率化

生産改善生産改善
・生産スピード・生産スピードUPUP
・内製比率・内製比率UPUP
・停止時間改善・停止時間改善

薄肉・軽量化、素材切替薄肉・軽量化、素材切替
・非発泡→低発泡・非発泡→低発泡
・リブ付、糸尻・リブ付、糸尻
・・FLB,FLB,エコエコFLBFLB（超軽量トレー）（超軽量トレー）

・ＡＰＥＴ素材へ切替・ＡＰＥＴ素材へ切替
・発泡製品の軽量化・発泡製品の軽量化

'06/3'06/3

２．０２．０

'07/3'07/3'04/3'04/3 '05/3'05/3

１１．８１１．８

３．０３．０

５．７５．７

'08/3'08/3 '09/3'09/3

８５．１億８５．１億
１０５．６億１０５．６億

１３７．６億１３７．６億

+32+32億億

製品値上製品値上 7.77.7

製品値上製品値上 23.023.0

累計累計 30.730.7

製品値上製品値上 8.08.0

累計累計 38.738.7

製品値上製品値上 9.09.0

累計累計 47.747.7

製品値上製品値上 15.015.0

２．４２．４
３．８３．８

単位：億円単位：億円

累計累計 85.785.7

今期今期
製品値上製品値上 23.023.0

'03/3'03/3

２０．０２０．０

９．５９．５

９．５９．５

''10/3 10/3 計画計画

１７６．６億１７６．６億

++３９億３９億

製品値下げ製品値下げ
▲３９．０▲３９．０

絶えることのない絶えることのない
社内合理化社内合理化
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新たなるステージへ向けて新たなるステージへ向けて

メーカーとしての基本メーカーとしての基本 ３本柱３本柱 を徹底的に追求を徹底的に追求

企業基盤をより強固に企業基盤をより強固に

企業価値と競争力を高める企業価値と競争力を高める

高品質高品質

価格競争力価格競争力

物流力物流力

もっとも高品質な製品をもっとも高品質な製品を

どこよりも競争力のある価格でどこよりも競争力のある価格で

必要な時に確実にお届けする必要な時に確実にお届けする
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生生 産産

メーカーとしてメーカーとして

☆☆品質向上品質向上 とと 生産性アップ生産性アップ ☆☆

自社生産比率アップ自社生産比率アップスクラップ＆ビルドスクラップ＆ビルド

稼働率向上稼働率向上

製品効率向上製品効率向上

生産数量増加生産数量増加

生産品質向上生産品質向上

技術・素材技術・素材 開発開発

ＱＣと人材育成ＱＣと人材育成
ｱｲﾃﾑ絞込みｱｲﾃﾑ絞込み

製品品質の更なる向上製品品質の更なる向上

販売数量増加への対応販売数量増加への対応

製造コストの削減製造コストの削減
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生産性アップと品質向上生産性アップと品質向上

ｸﾚｰﾑ発生率ｸﾚｰﾑ発生率 ppbppb

自社生産比率自社生産比率

《《技能塾技能塾》》

「人づくりのための教育プログラム」

★優秀な技能の継承

★能力の開発・向上

《《モノづくり革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄモノづくり革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ》》

「速さと正確さ」の追求

★５Sをベースに、無駄・ロスの見える化

★問題意識の共有

→ 作業標準の見直し・改定による高位標準化
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これら改善による、上期における見なし効果は、およそ５億５千万円

１．段取時間の短縮
２．トラブル調整停止時間の削減

１．製品別ベストサイクルへの挑戦
２．生産設備の更新･改造を計画的に行う

１．トラブル調整停止時間の削減
２．ラミ機スタート時ロスの削減

１．最適な人員配置の検討
２．残業時間の削減

‘09年3月期 ４９名 卒業
‘10年3月期上期 ２６名 卒業

下期 ２４名 入塾

半期に一度の発表報告会を継続 目標１０目標１０ppbppb

72

76

80

84

88

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上

9.0%改善

600

700

800

900

1,000

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上

8.4%改善

98.5

99.0

99.5

100.0

100.5

101.0

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上

0.7%改善

8

9

10

11

12

13

14

15

46期上 46期下 47期上 47期下 48期上

8.1%改善

ｼｮｯﾄ労務費ｼｮｯﾄ労務費稼働率稼働率 時間当りｼｮｯﾄ数時間当りｼｮｯﾄ数 製品効率製品効率
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技術技術 ・・ 素材素材
カラートレーの先駆者として培ったカラートレーの先駆者として培った ラミネートラミネート 技術技術

ＰＳＰにおける金型・成型機ＰＳＰにおける金型・成型機 両面真空成型両面真空成型技術技術
ＰＳＰ原反・フィルムＰＳＰ原反・フィルム 素材素材開発力開発力

汎用トレーにおいても、汎用トレーにおいても、
総合技術で他社の追随を許さない総合技術で他社の追随を許さない

★★素材、原反、フィルム、金型、成型、素材、原反、フィルム、金型、成型、
総合技術で、総合技術で、 更なる更なるコスト削減コスト削減
〃〃 更なる機能アップ更なる機能アップ

◆◆ 漏れにくい容器の上市漏れにくい容器の上市

◆◆新耐熱透明容器の開発新耐熱透明容器の開発

◆◆改ざん防止機能の開発改ざん防止機能の開発

★★価格も含め、トータルで競争力のある製品作り価格も含め、トータルで競争力のある製品作り
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製品アイテム絞込み製品アイテム絞込み

FLS、FKS、FSS、
LA、FA、S&S
FP、LS、FLB

FLS、FKS、FSS、
LA、FA、S&S
FP、LS、FLB

‘08.3 末

７，２１１
ｱｲﾃﾑ

‘08.9 末

６，９２８
ｱｲﾃﾑ

‘09.3 末

６，２００
ｱｲﾃﾑ

汎用トレー集約汎用トレー集約

ＦＬＢＦＬＢ

２０１０．３末

５，０００５，０００
ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ

更なる絞込み更なる絞込み

上
市
上
市

廃
番
廃
番

☆☆ 製品ｱｲﾃﾑ絞込みの継続により、製品ｱｲﾃﾑ絞込みの継続により、
’’1010年年33月期上期は、月期上期は、

‘‘0808年年33月期上期対比で、月期上期対比で、

⇒⇒ ＰＳＰ汎用トレーの生産で、金型替え回数ＰＳＰ汎用トレーの生産で、金型替え回数 ５１％５１％
⇒⇒ ＰＳＰ製品生産全体で、金型替え回数がＰＳＰ製品生産全体で、金型替え回数が ７２％７２％

汎用 280型/1,400ｱｲﾃﾑ → ＦＬＢ 70型/540ｱｲﾃﾑ

エリア専用製品の設定エリア専用製品の設定

西日本
２４３
ｱｲﾃﾑ

西日本
２４３
ｱｲﾃﾑ

全国
共通製品

全国
共通製品

東日本
３０３
ｱｲﾃﾑ

東日本
３０３
ｱｲﾃﾑ

‘07.9 末

８，１２１
ｱｲﾃﾑ
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物物 流流

メーカーとしてメーカーとして

☆☆物流網を生かし、業界全体のコスト削減物流網を生かし、業界全体のコスト削減へ☆へ☆

得意先配送効率アップ得意先配送効率アップ

物流ネットワーク拡充物流ネットワーク拡充 倉庫稼働率向上倉庫稼働率向上

小分けピッキング効率アップ小分けピッキング効率アップ

配送品質向上配送品質向上

ＱＣと人材育成ＱＣと人材育成
ｱｲﾃﾑ絞込みｱｲﾃﾑ絞込み 物流品質の更なる向上物流品質の更なる向上

販売数量増加への備え販売数量増加への備え

物流コストの削減物流コストの削減

静脈物流活用静脈物流活用
横持ち抑制横持ち抑制

金型移送・資材調達金型移送・資材調達
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0

10

20

30

40

50

8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月 12月 4月 8月

その他ﾐｽ

配送系ﾐｽ

出荷系ﾐｽ

0808年年0707年年0606年年0505年年0404年年 0909年年 1010年年

0

50

100

150

4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日 1月1日 2月1日 3月1日

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

欠品アイテム数欠品アイテム数 推移推移

ピッキング・サービスレベルピッキング・サービスレベル推移推移

物流コスト削減と品質向上物流コスト削減と品質向上

今上期平均 : 2.2ppm
出荷系ﾐｽ : 1.0ppm
配送系ﾐｽ ： 0.2ppm
その他ﾐｽ : 1.0ppm

今期目標 5ppm

1日平均 H17年度 37件
→H18年度 11.7件
→H19年度 6.2件
→H20年度 4.3件
→H21年度 1.4件

横持ち

製品売上高比

横持ちコスト横持ちコスト 推移推移

←3.3%→
0808年年0707年年0606年年0505年年0404年年0303年年

←3.2%→ ←2.7%→ ←2.3%→ ←1.9%→ ←1.5%→ ←1.2%→
0909年年 1010年年

1.1%

トータル物流費

製品売上高比
トータル物流トータル物流費費 推移推移

←← 18.8%18.8% →→
0808年年0707年年0606年年0505年年0404年年0303年年

←← 18.1%18.1% →→ ←← 17.4%17.4% →→ ←← 15.6%15.6% →→ ←← 14.8%14.8% →→ ←← 14.4%14.4% →→ ←← 13.9%13.9% →→
0909年年 1010年年

13.7%13.7%

路線

製品売上高比

路線コスト路線コスト 推移推移

←1.1%→
0808年年0707年年0606年年0505年年0404年年0303年年

←1.2%→ ←1.0%→ ←0.9%→ ←0.7%→ ←0.7%→ ←0.4%→
0909年年 1010年年

0.3%
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物流ネットワーク整備物流ネットワーク整備

700坪

10,700坪 3,500坪
計画中

10,400坪
福山PC 建設中

2,000坪

東北北海道 関東 中部 関西・中四国 九州

５．５百万人 ９．３百万人 ４５．２百万人 ３２．２百万人 １４．５百万人２０．３百万人１２７百万人

28,000坪

ＭＢＳ・・・19,500坪
社外品・・・8,500坪

全国

‘１０年

札幌PC 東北PC 関東PC

西関東PC 東京PC

新潟PC 中部PC 関西PC 福山PC

広島PC

九州PC

700坪

５．４百万人 ９．１百万人 ４５．２百万人 ３１．６百万人 １４．３百万人２０．０百万人１２５百万人‘１５年

２．４百万世帯 ３．４百万世帯 １８．４百万世帯 １２．８百万世帯 ５．８百万世帯７．４百万世帯５０．１百万世帯

２．３百万世帯 ３．４百万世帯 １８．７百万世帯 １２．８百万世帯 ５．８百万世帯７．５百万世帯５０．５百万世帯

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

サプライヤーサプライヤー

包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

☆ 小分けピッキング拡大に向けネットワーク整備 ☆☆☆ 小分けピッキング拡大に向けネットワーク整備小分けピッキング拡大に向けネットワーク整備 ☆☆

エフピコエフピコ

全国に張り巡らされた全国に張り巡らされた

物流ネットワーク物流ネットワーク
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企業規模拡大へ企業規模拡大へ

消消 耗耗 品品 ・・ 包包 装装 資資 材材 / / 機機 器器簡簡 易易 包包 装装 容容 器器
アウトパックアウトパックインストアインストア

日配品日配品
加工食品加工食品

物流ネットワーク物流ネットワーク ＆＆ ＳＣＭＳＣＭ

製品売上製品売上

得意分野での
更なる優位性の確立
得意分野での
更なる優位性の確立

問屋ＳＣＭ拡大問屋ＳＣＭ拡大問屋ＳＣＭ拡大

新規分野の攻略新規分野の攻略

業務提携・Ｍ&Ａ業務提携・Ｍ&Ａ 問 屋 コスト削減問 屋 コスト削減

農農

産産

鮮鮮

魚魚

精精

肉肉

青青

果果

商品売上商品売上

包装資材・消耗品 マーケット包装資材・消耗品包装資材・消耗品 マーケットマーケット

衛
生
用
品

販
促
用
品

事
務
用
品

袋
フ
ィ
ル
ム

ク
ロ
ス

機

械

什

器

吸
水
紙

食

品
・ ・

市場規模：4,500億市場規模：市場規模：4,5004,500億億

市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超市場規模：２兆円超

☆☆ 調整から拡大へ調整から拡大へ ☆☆☆☆ 汎用製品でのシェア拡大汎用製品でのシェア拡大 ☆☆
☆☆ 新規マーケットの拡大新規マーケットの拡大 ☆☆

農産品の容器・フィルム№１企業

太洋興業㈱より包材部門を事業譲受

紙容器メーカー㈱富山陽成社より

日本パール容器㈱を事業譲受

惣惣

菜菜

調
味
料

サプライヤーサプライヤー
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資材メーカー
包装資材問屋

物流委託 会社

生産委託 会社

グループ経営グループ経営
生産生産 連結会社連結会社

グループの総力を結集し、グループの総力を結集し、
企業規模と企業価値の拡大を図る企業規模と企業価値の拡大を図る

㈱エフピコ

エフピコチューパ㈱

エフピコ商事㈱

㈱エフピコモダンパック

エフピコ物流㈱

㈱アイ・ロジック

販売・購買販売・購買 連結会社連結会社 物流物流 連結会社連結会社

エクセル物流㈱

エフピコピッキング㈱

エフピコ中部物流㈱

エフピコ関東ピッキング㈱

エフピコ九州物流㈱

㈱エフピコ神辺

㈱エフピコ福山

㈱エフピコ箕島

㈱エフピコ佐賀

テイカ精密㈱

エフピコ日本パール㈱

㈱ダックス

㈱ダックス四国

㈱ダックス佐賀

㈱ノダヤ

エフピコ愛パック㈱

㈱茨城ピジョンリサイクル

調達調達

販販 売売
環環 境境

SCMSCM

㈱エフピコ北海道

㈱エフピコ仙台

㈱エフピコ山形

㈱エフピコ茨城

㈱エフピコ下館

㈱エフピコ中部

㈱エフピコ笠岡

日本全国日本全国 5,0005,000万世帯万世帯の食卓へ、の食卓へ、

年間年間 1,3501,350万ｹｰｽ万ｹｰｽの製品との製品と

4,7004,700万個万個の製品・商品を、の製品・商品を、

１１万台１１万台のトラックで供給し、のトラックで供給し、

1919億枚（億枚（7,6007,600㌧㌧））の容器を回収の容器を回収

生産生産

供給供給
回収回収

障がい者就労会社

障がい障がい者者
雇用雇用
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業績予想業績予想
20102010年年33月期月期通期通期
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販売計画販売計画 （（20102010年年33月期月期 通期）通期）

単位：百万円

・製品出荷枚数 前年比１０５％伸長を見込む

・お客様のニーズを先取りした新デザイン、新機能製品の上市

・汎用製品でのシェア拡大、新規マーケットの拡大

＊原材料の値下がりは製品価格へ還元し、適正価格での販売

・製品出荷枚数 前年比１０５％伸長を見込む

・お客様のニーズを先取りした新デザイン、新機能製品の上市

・汎用製品でのシェア拡大、新規マーケットの拡大

＊原材料の値下がりは製品価格へ還元し、適正価格での販売

実績 見通し 当初計画
09/3月期 百分比 10/3月期 百分比 増減 前年比 10/3月期 百分比

28,748 22.4 28,755 22.8 + 6 100.0% 29,824 22.4

67,814 52.9 69,270 55.0 + 1,455 102.1% 68,870 51.8

1,981 1.5 1,390 1.1 △ 591 70.1% 1,190 0.9

98,544 76.8 99,415 78.9 + 870 100.9% 99,885 75.1

17,874 13.9 16,700 13.3 △ 1,174 93.4% 24,055 18.1

11,824 9.2 9,885 7.8 △ 1,939 83.6% 9,060 6.8

29,699 23.2 26,585 21.1 △ 3,114 89.5% 33,115 24.9

128,244 100.0 126,000 100.0 △ 2,244 98.3% 133,000 100.0

そ の 他 製 品

弁 当 容 器

ト レ ー 容 器

【 売 上 高 】

【 商 品 】

そ の 他 商 品

包 装 資 材

【 製 品 】
105.0 %

数量伸長率（枚数）

※当初計画は、2009年5月11日発表の業績予想であります。

104.0 %

105.8 %
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決算計画概要決算計画概要 （（20102010年年33月期月期 通期）通期）

単位：百万円

販売面： 品質に対する要求の高まり、中食市場の需要拡大、外食から中食・内食へのシフトなど、

食環境の変化を先取りし、お客様のニーズに即した製品開発を行い、容器を通じて売り場の差別化を図る
技術面： 最新鋭の設備導入と更新を行い、

素材の薄肉化、製品の軽量化、新機能開発、新素材開発など、技術革新を推し進める
生産面： 生産性および品質の向上に取り組み、需要拡大に対応した生産能力の拡大と生産拠点の最適化

物流面： SCMを核に、全国を網羅する物流システムを最大限活用し、より高い次元で合理化された物流サービスを提供
環境面： 発泡スチロール製食品用トレーの自主的な回収に加え、新たに展開した透明容器の自主的な回収を加速し、

さらなる循環型社会の形成に努める

※当初計画は、2009年5月11日発表の業績予想であります。

実績 見通し 当初計画
09/3月期 百分比 10/3月期 百分比 増減 前年比 10/3月期 百分比

128,244 100.0 126,000 100.0 △ 2,244 98.3% 133,000 100.0

製 品 売 上 高 98,544 76.8 99,415 78.9 + 870 100.9% 99,885 75.1

商 品 売 上 高 29,699 23.2 26,585 21.1 △ 3,114 89.5% 33,115 24.9

9,190 7.2 11,800 9.4 + 2,609 128.4% 10,720 8.1

9,298 7.3 12,000 9.5 + 2,701 129.0% 10,800 8.1

5,302 4.1 6,950 5.5 + 1,647 131.1% 6,140 4.6

【 純 売 上 高 】

【 営 業 利 益 】

【 経 常 利 益 】

【 当 期 利 益 】
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実績 見通し 当初計画
09/3月期 10/3月期 増減 前年比 10/3月期

8,249 9,900 + 1,650 120.0% 10,250

内、土地 1,485 1,420 △ 65 600

841 570 △ 271 67.7% 450

8,467 8,660 + 192 102.3% 8,660

4,785 5,300 　） 5,320

965 1,000 + 34 103.6% 1,000研 究 開 発 費

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

（旧基準減価償却費

減 価 償 却 費

設備投資・研究開発費計画設備投資・研究開発費計画 （（20102010年年33月期月期 通期）通期）

単位：百万円

※当初計画は、2009年5月11日発表の業績予想であります。

主な設備投資
◆中部ピッキングセンター・リサイクル工場用地 １，００１ 百万円
◆福山新ピッキングセンター １，８００
◆金型 １，７６０
◆透明回収選別工場 等 ７６５
◆ＩＴ投資 ６４０
◆Ｍ＆Ａ 太洋興業㈱つくば工場 ４３４

日本パール容器㈱ ４２５

主な設備投資
◆中部ピッキングセンター・リサイクル工場用地 １，００１ 百万円
◆福山新ピッキングセンター １，８００
◆金型 １，７６０
◆透明回収選別工場 等 ７６５
◆ＩＴ投資 ６４０
◆Ｍ＆Ａ 太洋興業㈱つくば工場 ４３４

日本パール容器㈱ ４２５
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添付資料添付資料
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PPPP＋＋

素材別素材別製品販売状況製品販売状況

PPPP

非発泡非発泡

発泡発泡

PETPET

PSPS

発泡発泡

非発泡非発泡

PSPPSP

HIPSHIPS

OPSOPS（透明）（透明）

非発泡非発泡

ﾊｲｽﾀｰﾊｲｽﾀｰ

高発泡高発泡

低発泡低発泡

ﾛｰｽﾀｯｸﾛｰｽﾀｯｸ

AA--PETPET（透明）（透明）

ﾊﾟｰﾙｳｯﾄﾞﾊﾟｰﾙｳｯﾄﾞ

ｸﾘｽﾀｰｸﾘｽﾀｰ（透明）（透明）

発泡発泡 ｴｸｽﾀｰｴｸｽﾀｰ PP+PSPP+PS
PP+PP+ﾌｨﾗｰﾌｨﾗｰ

SASA

ＦＬＢＦＬＢ 超軽量汎用トレー超軽量汎用トレー

薄肉・軽量化

透明蓋・本体透明蓋・本体

素材切替

素材切替

軽量化

軽量化

レンジアップ対応レンジアップ対応

高価格帯対応容器高価格帯対応容器

高価格帯対応容器高価格帯対応容器

素材切替

高価格帯対応容器高価格帯対応容器

低価格帯対応容器低価格帯対応容器

透明蓋・本体透明蓋・本体

透明蓋透明蓋

薄肉・軽量化

新型折箱容器の投入新型折箱容器の投入

APAP--SASA
薄肉・軽量化

糸尻・凸型

漏れにくい

ロースタック化

エコＦＬＢエコＦＬＢ 超軽量汎用エコトレー超軽量汎用エコトレー

耐熱PP透明嵌合フードパック

APAP--FCFC
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その他

生 産

リサイクル

物 流

10年3月期 計画09年3月期08年3月期07年3月期06年3月期05年3月期04年3月期03年3月期単位：百万円

1,0001,000965965913913895895751751689689628628654654研究開発研究開発

5,35,300004,7854,785旧基準減価償却

8,6608,6608,4678,4674,7424,7424,1944,1943,9653,9654,1344,1344,2014,2013,3393,339減価償却減価償却

001,2741,2741,5811,5811,5341,5341,4401,440983983800800938938リース調達 金型

1,7601,760618618609609771771600600436436460460780780内内 金型金型

570570841841254254362362239239120120789789958958無形無形

9,9009,9008,2498,24910,65510,6559,5239,5232,1562,1562,6212,6214,2484,2486,1386,138有形有形
設備投資設備投資

設備投資設備投資 とと 研究開発研究開発

透明容器設備の強化

中部・東北・九州

福山本社事務所

透明容器回収・容器選別工場

下館第二工場

福山新ＰＣ

新北海道ＨＣ

九州第二工場

東日本ハブセンター 関東八千代Ｃ

中部第二工場

洗浄ライン刷新

九州ＨＣ

中部ＰＣ

ＰＥＴﾘｻｲｸﾙ

関西ＰＣ

福山地区
土地・建物

中部地区
土地・建物

太洋興業

日本ﾊﾟｰﾙ容器
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販売面販売面

素材切替、超軽量化素材切替、超軽量化
薄肉・軽量化薄肉・軽量化

3232億億
上期8.3億、下期23.7億

20.520.5億億
上期7.5億、下期13.0億

25.325.3億億
上期14.6億、下期10.7億社内合理化社内合理化

経常利益増減要因経常利益増減要因

6,7,86,7,8次原次原料価格上昇料価格上昇

99次原次原料価格上昇、副資材価格上昇料価格上昇、副資材価格上昇

△△1313億億
上期△1億、下期△12億

△△2323億億
上期△17億、下期△6億

△△16.516.5億億
上期△2億、下期△14.5億

△△1414億億
上期△11億、下期△3億

経常利益経常利益増減増減

8.68.6億億
上期 5.2億、下期 3.4億

24.524.5億億
上期6.0億、下期18.5億

11.811.8億億
上期3億、下期 8.8億

売上増加・ﾐｯｸｽ改善売上増加・ﾐｯｸｽ改善 33億億
上期 2.0億、下期 1.0億

33億億＋＋44億億
上期0.5億+4億、下期2.5億

プ
ラ
ス
要
因

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

81.281.2億億 64.564.5億億経常利益経常利益 66.566.5億億

製品値上製品値上
陥没価格是正陥没価格是正

99億億
上期 0億、下期 9億

1515億億＋＋2323億億
上期11億+3億、下期4億+20億

5.85.8億億
上期 2.4億、下期 3.4億

生産改善生産改善 8.78.7億億
上期 4.9億、下期 3.8億

33億億
上期 2億、下期 1億

物流改善物流改善 88億億
上期 4.5億、下期 3.5億

5.75.7億億
上期 2.5億、下期 3.2億

'07'07年年33月期月期

固定費増加、等固定費増加、等 △△9.89.8億億
上期△1.9億、下期△7.9億

△△7.37.3億億
上期△4.8億、下期△2.4億

△△7.67.6億億++△△44億億
上期△5.7億、下期△1.9億+△４億

9.89.8億億
上期2.4億、下期7.4億

原料価格上昇原料価格上昇 △△1313億億
上期△1億、下期△12億

△△39.539.5億億
上期△19億、下期△20.5億

△△1414億億＋＋△△2323億億
上期△11億+△3億、下期△3億+△20億

1212億億
上期2億、下期10億

4141億億＋＋44億億
上期14.5億+4億、下期26.5

'08'08年年33月期月期

44億億
上期 0億、下期 4億

＋＋24.524.5億億＋＋44億億
上期3.2億円+4億円、下期21.3億円

△△16.716.7億億
上期△11.3億、下期△5.4億

＋＋14.714.7億億
上期＋11.1億、下期＋3.6億

2.52.5億億
上期0.5億、下期 2.0億

55億億
上期 1.8億、下期3.2億

88.988.9億億++44億億
'09'09年年33月期月期

1010・・1111次原次原料価格上昇、副資材価格上昇料価格上昇、副資材価格上昇 △△2323億億
上期△3億、下期△20億


